
                                                        

 

 

 

 

開催日：令和４年 10 月２５日 

会 場：堀之内小学校     
 

 

 
   
 
 
 
今回の意見交換会は、堀之内小学校の６年生が「みんながしあわせになる学校」をテーマに話し

合いを行いました。「みんながしあわせになる学校」とは一体どんな学校なのか、「みんながしあ

わせになる学校」のために一人ひとりが何をするのか、班に分かれて議論を深めました。 

 

①自分の「しあわせ」とは何か。 

事前に児童が「自分のしあわせ」を考えてくれてい

ました。会の冒頭では、みんなが考えた「自分のしあ

わせ」を共有しました。「自分のしあわせ」を表現する

時に、どんな単語が多く使われたのかを集計すると、

「家族」が２０件と一番多く、約３人に一人の児童が

使用していたことが分かりました。次に多かった単語

は「友達」の１９件でした。しあわせには、家族や友

達といった周りの人の存在が必要である、そう考える

児童が多いのではないかと感じました。 

 

②「みんながしあわせになる学校」ってどんな学校？ 

それぞれが考える「自分のしあわせ」を共有し、同じ

ようなことを考えている人もいれば、違うことを考えて

いる人もいることが分かってきました。 
「みんながしあわせになる学校ってどんな学校だろ

うか」と先生が問いかけました。自分もまわりの人も「み

んながしあわせになる学校」について、班に分かれて話

し合いを始めました。 
ある班では、「授業が楽しい学校」を「みんながしあ

わせになる学校」と考え、具体的に「児童同士で教え合

う授業」があるといいのではないかと話し合いました。

教える時は、自分で調べようとするし、教わる時は気軽に質問することができる。どうしても分か

らない時に先生に質問をする。議論を深めながら、理想的な授業を追求していました。 
またある班では「いろいろな人がいるけれど、汚い学校が好きな人はいないのではないか」と考

え、「清潔な学校」を「みんながしあわせになる学校」としました。掃除の時間だけでなく、汚れ

ていると感じた時にそれぞれが掃除をすることが大切なのではないかと話し合いました。 

 会場の様子 

教育委員会の職員も班に入り、 
児童の意見を聞かせてもらいました。 



 
また他の班では「みんな」という言葉に着目して、「みんな」とは誰のことかということを話し

合っていました。自分やクラスの友達だけでなく、学校にいるすべての児童のことを考え、さらに

は学校にいる先生についても思いをめぐらせ、「堀之内小学校にいる児童や先生やすべての人」の

しあわせを考えていました。 
その後、「みんながしあわせになる学校のために『一人ひとり』ができることは何だろうか」と

先生が問いかけ、各班の議論がさらに深まっていきました。 

 
 

③各班による発表 

班での意見交換の後に、各班の代表者が話し合いの

内容を発表しました。 

ある班は、「みんなといい関係を築くことが大切」と

考え、そのためには、「誰にでも、得意、不得意がある

ことを認めることが大切」とし、その上で「できるだ

け人のいいところを見つけるように意識する」と話し

てくれました。 
また、ある班は「いじめの無い学校」をどうやって

創るかということを話し合ったと発表してくれました。

「人を思いやる気持ちは少しずつ育っていき、高学年

になるにつれて身に付いていくもの」とし、「高学年である自分たちが思いやる気持ちの大切さを

下級生に伝えていかなくてはいけない。」と話してくれました。 
他にも「誰も嫌な気持ちにならない学校」を考えた班があり、「嫌な気持ちとは何か」を班で考

えながら、具体的に「人と人とを比べることをしない」ことと「（苦手な人ができてしまうことは

しょうがないとして）苦手な人への接し方を考える」ことが大切であると話してくれました。 
 

意見交換会を振り返って 

意見交換会の最後に、ある児童が「思っていたよりも、一人ひとりにできることが多いことに気

づいた」と振り返ってくれていました。班での話し合いの様子を見ていても、みんながしあわせに

なる学校のために、自分は何をするかと主体的に考える児童が多くいたことが印象的でした。 

堀之内小学校では、運動会や周年事業などのさまざまな行事を児童が主導で取り組むようにし、

先生はサポート役として児童を支えるようにしているとのことです。堀之内小学校の児童が「みん

なのしあわせを創る杉並の教育」を豊かに育てていく「当事者」としての意識を既に持っていると

いうことを強く感じました。 
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各班の発表を聞いて、班ごとにさまざまな話し

合いを行っていたことが共有できました。 


